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【司会】 

本日はご多用のところお集りいただきあ

りがとうございます。 

 私は司会を務めます障がい福祉センター

幼児療育係長の勝田でございます。よろし

くお願いします。 

―資料確認― 

資料の確認をさせていただきます。今日

はたくさんありますのでご確認ください。 

１ 第三回こども部会次第、裏に座席表

が付いております。講演会の後に座席をこ

の形態に直させていただきます。 

２ 第二回こども部会議事録、皆さんに

修正をいただいたものをお直ししたものに

なっておりますのでご確認ください。 

３ ステープラー留めしているパブリッ

クコメントの実施についてです。 

４ クリップ留めしてある２枚セットの

ちらしで『知ってる？このマーク』という障

害者週間のカラー刷りチラシとなっており

ます。 障害者週間のイベント情報という

ピンク色の用紙もついています。 

５ ステープラー留めしている講演会レ

ジメ『災害時の区民の安心安全をどう守る

か ～水害にそなえて～』となっています。 

６ 『東京マイ・タイムライン』というブ

ルーのケースに入っているものと洪水ハザ

ードマップです。 

７ 『分散避難してください』という黄色

のリーフレットがありますが、こちらは前

回のこども部会でもお配りしたあだち広報

の 8月 10日号を再構成したものです。 

８ 最後に『災害時の発達障がい児者支

援について』という事で部会長の小谷先生

の方から情報提供をいただきました。リー

フレットを少し小さめにまとめてコピーし

たものになっております。 

不足している資料等ございましたらお知

らせ下さい。 

それでは、お時間となりましたので、『地

域自立支援協議会 第三回こども部会』を

始めさせていただきます。 

この度は新型コロナウイルス感染症の

拡大が気になるところではございますが、

感染症への対策を十分に行いながら、開催

をさせていただくこととなりました。また、

あしすと全館のエアコンの工事を 1 月下旬

までさせていただいておりまして、寒さ対

策等ご不便をおかけいたしております。大

変恐縮でございますが、ご了承いただけれ

ばと思います。 

本日ご出席予定でした、肢体不自由児者

父母の会の小長井様とつくし幼稚園の寺山

先生はご欠席となっております。 

この自立支援協議会は発言等、会議内容

及び発言者名などについて、後日議事録を

公開いたします。また、議事録作成のため、

録音をさせていただいております。ご了承

願います。 

それではまず、障がい福祉センター所長

であります江連よりご挨拶をさせていただ

きます。 

【所長挨拶】 

皆さんこんにちは。先週は暖かい一週間

でしたが今週は少し冷えて来ております。

先ほど話がありましたように、少し暖房を

いれておりますが、寒いときはお声かけく

ださい。 

こども部会は前回から引き続き防災とい

うテーマでご意見をいただけたらと思って

おります。足立区でも要支援者の避難につ

いてこれから作っていくターンになってき



ます。 

有事の際には 3 つのフェーズをちゃんと

考えていかないといけないと思っています。 

１つ目は、事前にどう予防していくのか。 

２つ目は、発生時にどう避難するか。 

３つ目は、なかなかこの視点は難しいとは

思いますが、有事の後、皆さんが情報を集約

していき、避難しながらあるいは自宅に戻

りながらでも、支援者間で情報共有しなが

ら支援を継続していくフェーズ、この 3 つ

のフェーズの中で考えていかないといけな

いと思っています。 

障がい別、大人と子ども、いろいろなカテ

ゴリーの中でしっかりとご意見をいただき

ながら計画づくりをする、そういう重要な

ご意見をいただける場として活用できたら

と思っております。 

今日もコロナの中で短い時間集中して議

論したいと思いますので、忌憚のないご意

見を頂けたらと思っております。よろしく

お願いいたします。 

【司会】 

 江連所長ありがとうございました。続き

まして部会長からご挨拶をいただきたいと

思います。小谷部会長よろしくお願いいた

します。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 皆さんこんにちは。今日はコロナで心配

な中お越しくださりありがとうございます。 

大学のほうは相変わらずオンライン授業で、

私も在宅勤務が原則になっておりますので

こもって仕事をしている感じです。 

学生の状況は、結構こもってのほうが良

い人もいます。発達障がいを持ちながらも

周りを気にせずに授業が受けられるように

なって良かった、という声も中にはありま

す。会いたい学生もいますが、逆に良かった

面も見えてきた、というのが大学の現状で

す。コロナでいろいろ面が出てきています

が、それを良い方向に大学としても変えて

いかれればと思っています。 

先ほどの話で、本当はこのような形のリ

ーフレットになるのですが、毎年、国立障害

者リハビリテーションセンターに学生を見

学に連れて行っていまして、先週もちょう

ど、外国人の発達障がいの支援のシンポジ

ウムをやっていました。その時にいただき

ましたのでホームページでも閲覧できます

が、資料に入れさせていただきました。今日

関係があるかと思いましたのでご一読いた

だけたらと思います。 

今日は講義を楽しみにしております。２

月に大学でも講義をしていただいたばかり

なのでどうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】 

小谷部会長ありがとうございました。 

本日は足立区災害対策課災害対策係の下

川係長より『災害時の区民の安心安全をど

う守るか？～水害に備えて～』と題した講

演をお願いしています。 

書面開催と第二回のこども部会でいただ

いたご意見を事前に下川係長にはお伝えし

てあります。ご意見を踏まえた内容の講演

が実現できることとなりました。５０分程

度ご講演をいただき、その後１０分程質疑

応答の時間を取らせていただければと思い

ます。 

それでは下川係長、よろしくお願いいた

します。 

 

 

 



【下川係長】（足立区災害対策課） 

皆さまこんにちは。災害対策課の下川と

申します。 

本日は災害についてお話させていただく

機会を設けていただきましてありがとうご

ざいました。せっかくの機会ですので、何ら

かの持ち帰っていただくものがあるように

お話ができればと思っておりますのでどう

ぞよろしくお願いいたします。 

本日パワーポイントのスライドを用意し

てありますが、全く同じ内容をステープラ

ー留めの資料でも用意させていただいてお

りますので、どちらか良いほうで見ていた

だけたらと思います。ではよろしくお願い

いたします。 

 

講演「災害時の区民の安心安全をどう守

るか～水害にそなえて～」 

足立区総合防災対策室 災害対策課    

下川 貴行氏（別紙資料参照） 

 

(講演後) 

【司会】 

 下川係長ありがとうございました。非常

にわかりやすいお話で流れるようなご講演

だったかと思います。前回の部会の中でご

意見をいただいた分も、お答えをお話いた

だけたかと思います。 

それでは質疑応答に移らせていただきま

す。 

ご意見のある委員の方は挙手していただ

けたらと思います。いかがでしょうか。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

うめだあけぼの学園の酒井です。非常に

整理された情報、大変わかりやすくありが

とうございます。 

１点質問させてください。要支援者の支援

の仕方について検討することを話し合った

とのことですが、足立区内６９万人いる、そ

のうち支援者が何人いるか。高齢者と合わ

せると２０万人くらいになってしまいます。

２０万人を全部区が行うのかというのが素

朴な疑問です。全部を区では無理だろうな

と思ったときにどんな対策が立てられるの

か、たぶんこれから検討になると思います

が、そこで我々事業者や区民が出来ること

をぜひ教えていただければということと、

障がい者の中には手帳のない、はっきりし

ていない、特に乳幼児期の子供たちで支援

の難しい子供たちの対応について、そうい

う方にどんな対応がとれるのか。今答えら

れる範囲の事、今後検討できる事を教えて

ください。 

【下川係長】（足立区災害対策課） 

ご質問ありがとうございます。今お話し

いただいた内容についてですが、まず、区の

ほうで整理を進めているのは、避難行動要

支援者名簿というすでに備えているものが

ございます。 

これについては要介護 3 以上、身体障害

者手帳 1 級 2 級、3 級はタクシー券を使っ

ている方、愛の手帳 1度 2度をお持ちの方、

あと障がい支援区分 3 以上の方を対象とし

て名簿を作っているものです。これに関し

ては水害時というよりも地震時、地震があ

った後に安否確認をする、主に民生委員が

行うことを予定していますが、今お話した

対象の方で大体 2 万 4 千人の方が名簿記載

の対象者となっています。お話があったよ

うに、当然ここに載ってこない方もたくさ

んいらっしゃる。いわゆるグレーの方です

が。抜け落ちてしまう方が出て来るかなと



いうところでございます。 

まずはこの 2 万 4 千人の中で水害時にこ

の名簿を活用するという形になっていない

ので、2 万 4 千人の中で例えば住んでいる

所、マンション等集合住宅の高層階に住ん

でいる方に関しては、優先順位を下げてい

って除外しても良いでしょうという形で、

そのまま避難しなければ命がなくなってし

まう方というのを抽出した上で、絞ってい

った方に関して個別計画を立てていくと予

定しています。 

実際、名簿の中しか想定できていないの

で、今後、名簿にのってこない方についても

検討を進めていかなければいけない。それ

に関しては多分、災害対策課は把握できま

せん。福祉部も把握できない、衛生部で把握

している内容も出てくると思いますので、

そういったことも含めてどういった方を検

討しなければならないかということで、新

たに載せていく、そこの検討を進めていか

ないといけないと思っております。 

実際お話があった通り、区だけで全部と

いうのは現時点では千人程度の人数しかで

きないです。ただ、そこの部分を区だけでや

ろうとするとそうなりますが、それぞれの

事業所や介護の事業者であったりとか、訪

問看護であったりとか、いろいろなところ

と協力していきながらルールを決めていけ

ば、その数はどんどん増やしていけるかと

思っておりますので、より良い方法で決め

ていければと考えております。 

【江黒委員】（足立区手をつなぐ親の会） 

ありがとうございました。先日親の会か

ら要望させていただいた内容のお答えが混

ざっていて大変うれしく思います。 

一つだけ、命を守ることが大前提ですが、

医療・病院とのつながりはないのかと感じ

ました。地震、水害の時に怪我される方も必

ずいまして、もちろん重症な方はそのまま

病院に行かれると思いますが、軽症の方、常

備薬を必要としている高齢者、障がい者、て

んかん等々は 2～3か月に 1度お薬をもらい

ますが、今、医療機関では余分にお薬は出し

ていただけないですね。薬がない時期に災

害が来てしまうと、病院が機能していない

中、薬だけもらいに行くことが果たしてガ

レキの中いけるかなと、そういう事も考え

て重症、中等、軽症というところできちんと

医療を分けてですね、対応して頂ける、まし

てや中度の簡単な怪我とか薬の配慮とかは

第一次、第二次避難所でも医療と連携して、

ここに行けばもらえますよ、この手帳を持

っていけばもらえますよ、という手段を考

えていただけないか、病院と連携していく

形を構築していただけないかなということ

を思いました。 

【下川係長】（足立区災害対策課） 

 ご質問ありがとうございました。病院と

の連携に関しては、今、足立区医師会などと

協議を進めているところではあるのですが、

地震の時は医療機関自体も被災してしまう

可能性がどうしてもあるということで、十

分な対応をそこの中だけでできるかといわ

れるとなかなか難しい面もあるのかなと。

地震で被災した他の自治体へ伺っても、例

えば薬の関係では薬剤師が派遣されて、処

方箋がない状況で必要な薬をお渡ししたり、

ということを行っている事は現にあります

ので、普段からどういう薬を使っているか

を当然控えておかなくてはならないだろう

と思いますが、そういった対応を第一次避

難所ではせざるを得ません。自宅にいても



同じ状況だと思います。お薬がもらいたく

てももらえない状況が出てくると思います。

そのあたりについて、どういった形で対応

できるか検討していかなければならないと

思っております。十分にできているところ

も一部あります。 

避難所運営会議の中に、地域の医療機関

がメンバーの一人としてはいっていただい

ているところも若干あります。地域の医療

機関も避難所の運営に関わっていただける

と非常にありがたいと思っておりますので、

是非そういった取り組みを区内全域に広げ

られたらいいなと思っております。医療機

関だけでなく介護施設とかにご協力いただ

いているところもありますので、各関係機

関さんも避難所の運営に携わっていただく

というところのお声掛けはしていきたいと

思っております。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

1点は、医療的ケア児は電源がないと、呼

吸器とかそういうお子さんが増えていて、

自宅で介護されていると家の電源がない場

合はどうしたらよいのでしょうか。 

もう 1点は、10月に防災推進区民大会と

いうものにオンラインで参加させていただ

きました。災害の時に液体ミルクに限りが

あるので、授乳のほうが良いとなり、その場

合、各避難所に授乳室を用意しなければな

りません。足立区は、今、どの様な準備をさ

れているのか。この 2 点を伺いたいと思い

ます。 

【下川係長】（足立区災害対策課） 

まず、医療的ケア児の関係ですが、人数も

含めてどこに住まわれているか、しっかり

と地図に落とし込んだうえで把握に努めて

いるところです。そのうえで、電源について

は命に直結しますので、電源をどういう形

で確保できるか衛生部とともに対応してい

ます。 

避難所には発電機はありますが、電圧が

一定しません。医療的ケア児のための発電

を考えるとベストではないらしいです。な

いよりはあったほうが良いので、一つの選

択肢としては避難所もありうるのかと考え

ているところです。 

昨年の千葉県の台風 15 号で広域で規模

の大きい停電が起きてしまったことなどに

ついては、足立区が同じような状況になっ

た時には、医療機関などに優先的に電源車

を配備することは、東京電力に要請する形

をとってはいますが、現時点では電源車を

配備したり電気自動車から電気をもらうこ

ともできるようです。ただ、電気をもらうた

めには蓄電池を入れなくてはいけません。

それはまだ避難所などに配備できていない

状況なので、対策・対応はまだ後れを取って

いるところです。 

液体ミルク、授乳室の関係ですが、液体ミ

ルクはまだ各避難所に配備はできていない

です。理由としては 2 つありまして、1 つ

は、賞味期限が最長 9 か月位、粉ミルクは

1年 6か月のものを備蓄で入れるのですが、

毎年毎年入れ替えて備蓄しているのが現状

です。それが 9 か月になってしまうと、半

年ごとに入れ替えないといけなくなるので

なかなかそれが難しい。もう 1 点は、温度

管理が必要なこと。暑すぎても寒すぎても

ダメというところもあり、今、各小中学校の

備蓄については空き教室とか、場合によっ

ては外に倉庫を建てて入れていたりするの

で、液体ミルクの品質の保証ができないこ

ともあり、見送っているところです。今後こ



の液体ミルクについては、品質の改良や、賞

味期間の延びなどにより導入できるかなと

いうところはありますので、進捗について

は注視していきたいと思っているところで

す。 

授乳室については、水害時に関しては部

屋が限られてしまうので可能であれば、更

衣室や目隠しができるところを授乳室とし

て使えるように、今各学校との施設の計画

を立てていますが、その中で配置をさせて

いただいたり、場所のないところについて

はプライベートテントはあるので、なかな

か落ち着かないとは思いますが、そういっ

た場所を設けたりというところで検討をし

ているところです。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 助産師会とはつながらないのですか。 

【下川係長】（足立区災害対策課） 

 助産師会とは先行事例として、文京区が

東京都助産師会と協定を結んで、いざとい

うときに来てもらうという話があるので、

参考にしながら足立区でもできるかどうか

協議しているところです。 

【司会】 

 ありがとうございました。ほかにご意見

はありますか。 

下川係長ありがとうございました。 

それではお時間となりました。お伺いし

たいことは尽きないかと思いますが、また

部会の検討の中で疑問等がありましたら、

下川係長にご連絡させていただいてもよろ

しいでしょうか。 

【下川係長】（足立区災害対策課） 

はい。もちろんです。 

【司会】 

ありがとうございます。それでは、講演及

び質疑応答を終わらせていただきます。 

お忙しい中、資料作り及びご足労いただ

いた下川係長にもう一度拍手をお願いいた

します。 

それではありがとうございました。 

 

～ 下川係長退席 ～ 

 

【司会】 

 それでは、委員の皆様で講演を踏まえて

の協議に入らせていただきます。 

 その前に、座席の位置を変えさせていた

だきたいと思います。大変恐縮ではござい

ますが、次第の裏にある座席表をご参考に

座席を変更させていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

～座席変更～ 

 

 ありがとうございました。 

ここからは小谷部会長にお願いしてもよ

ろしいでしょうか。 

 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

今回、書面も含めて 3 回目となります。

今年度最後と伺いました。今年度のまとめ

も含めまして、こども部会としての意見を

上の本会議にもっていくために皆さんの意

見や感じたこと、次につなげていくための

ご意見も伺いたいと思います。 

おひとり 2 分くらいで話しをしていてい

ただけたらと思います。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

東綾瀬保育園の増田です。水害に関して

うちの保育園は、単独で１階しかない施設

のため、垂直避難は全くできません。UR団



地の中にあるので、隣の号棟の 3 階ベラン

ダまで自治会の方の誘導を受けて、全員で

行き帰ってくるという訓練を行っていまし

たが、133人のこどもたちが、隣のベランダ

に行って雨風の中どうしたら良いのか、現

実的ではないため、今年はどうするか職員

に持ち掛け、避難所へ避難することを考え

ました。そして、年長児と小学校に行き、

「ここが避難するところだよ」と知らせま

した。まず、どこまで集団を小さくするかが

重要な問題です。どの段階で保護者に迎え

に来てもらうかなどは決められないので、

すぐ保護者に連絡できる準備をしています。

タイムラインは施設長研修でも同じものを

いただいたので、来年に向けて保育園のタ

イムラインを作ろうと話をしています。 

来年にかけての課題は、来年から医療的

ケア児の受け入れをモデル事業として実施

することになっているので、それに向けて

準備をしていくことです。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

区のモデル事業ですか。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

 そうです。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

専属の看護師さんがつく感じですか。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

新たに入園してくるお子さんに必要な準

備をしていきます。 

【古川委員】（新田学園）  

水害については、去年は新田学園の方が

避難場所になっていました。洪水ハザード

マップは初めて見ました。東京マイタイム

ラインは、子供たちと一緒に指導はしてい

ますが、ハザードマップは初めて見て、新田

学園は避難場所だけど赤いところだなと。

できたらスーパー堤防の白いところだった

ら良かったなと思いました。新田学園は屋

上 5 階建てで避難場所としては広いです。

去年、新田 1 丁目に住んでいる子供が避難

所という事で新田学園に来ましたが、その

後、避難のストレスで全身に発疹ができ、1

週間くらい学校を休みました。知的には高

いお子さんでしたが、それだけすごくスト

レスがあるのだなと自分自身のこととして

も、教員としても、災害に対してはもっと考

えていかないといけないなと考えさせられ

たと思います。 

マイタイムラインは、各ご家庭にお願い

して宿題にしていますが、保護者の方とそ

れを話す機会がなく、保護者の方がどれだ

け意識が高いかにより、意見をしてくださ

る方も決まってしまうので、保護者会もあ

りますが、難しいと感じています。 

来年度の課題は、この会議はどのような

ものかわからず、順番が回ってきたので出

席しましたが、参加してみて障がいのある

お子さんに関わっているところがこんなに

たくさんあると知れてすごく良かったと思

っています。子供たちの将来、就職先や就職

するためにどういう力を小学生のうちから

つけていけばよいかを知れる場所として良

いと思っています。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 小学校の時には見えなかったことが、酒

井先生にお世話になった子が普通に学生を

していて、小さい時、問題児と思っていた子

が 17歳、18歳くらいになると、一時的には

引きこもりのようになり通信制の高校に行

くが、そこで目覚めてやっぱり大学に行っ

たりする。こども心理というので、自分のこ

とを知りたいと思っているので大学で大丈



夫だったりする。集団はつらいが、今のよう

にオンライン授業になると、自分のことを

分析したレポートを書いてきたりする。逆

に子どもはわかりません。知的に遅れがな

いと、とくに卒論も立派に書けたりするの

で将来をぜひ楽しみにしてください。 

【古川委員】（新田学園） 

知的に高いお子さんで通常級からの転入

に限って、通常級で不登校になり、特別支援

学級に来て不登校がそのまま続き、なかな

か学校に来られないケースが多いと感じて

います。そういうお子さんたちも家の中で

学習できたりとか、将来やりたいことが見

つかれば人前に出なくても何か学べる手段

があると思いました。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 通信制高校はいいところがあります。 

自分が小学校時代に自殺したかったから、

自殺について調査した子がいます。自分が

抱えていた問題を卒論にしてくる子も多い

です。 

【古里委員】（花畑学園） 

花畑学園のコーディネーターをしていま

す古里と申します。本校は今年度の 4 月か

ら知的の特別支援学校と肢体の特別支援学

校が一緒になって大きな組織となりました。

校舎も新しくなり、日々避難訓練をしなが

ら、教員も問題点などを探しつつ改善して

います。施設も今までの備蓄の位置など場

所が変わっていたり、教員もいざ避難所に

なる時には、どういう動きをしたらよいか

考え直したりしています。避難訓練ですが、

垂直避難は自閉症のお子さんとかを抽出し

ています。 

とても広い学校なので知的棟の方に保健

室や企画室、校長室があり、知的棟が少し離

れている。校内に電話もありますが、教員も

トランシーバーを持ちながら避難訓練して

います。 

来年度について、花畑学園は足立区のセ

ンター校となっているので、コーディネー

ターとして小中学校を回ったりして、発達

障がいのご相談をいただいたりしますが、

いろいろなお子さんがいて、いろいろな支

援が必要となります。来年度から高校に通

級が出来ます。それも含めてつなぎという

のが大切だと思います。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

就学支援の審査の時期ですが、今年はコ

ロナがあったので、就学相談も遅れていて

すごく大変になっています。 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き） 

 まだ終わっていない延長戦です。スター

トが遅れたので。学校もスクールバスを組

むのでギリギリの日程です。とても忙しい

後半となっています。 

先生の配置も変わってくるので、都から

は生徒が何人かと調査が来ますが、まだ全

然決まっていません。学級数が決まらない

と教員の定数が決まりません。例年は 11月

ごろが締め切りで、スクールバスの手続き

ですが、後半は詰め詰めになりそうです。 

【五十嵐委員】（城北分園） 

防災に関しては、分園の施設が平屋の建

物で垂直避難しづらいところです。今日は

次長もそのあたりが気になり聞きたいと参

加しています。隣の花畑学園さんの建物が

あり、そこには 2 階 3 階がありますが、そ

ちらの方には直接避難できません。避難経

路も考えないといけないし、学園と連携の

問題もあります。 



お子さんの場合は、親御さんもついてき

ているので何とか逃げられると思いますが、

通所の方は、成人の方であり、車いすで移動

するには今の建物ではエレベータも一基し

かありません。移動する距離、押す人間の確

保等考えると非常に慎重に考えないとなり

ません。 

次年度以降、先ほども東綾瀬保育園の先

生のお話にもあったように、医療的ケアの

必要なお子さんが普通の保育園に入ってい

くというと、当然、城北分園として医療的ケ

アができる通園として、どのくらいのニー

ズがあるのか、今後どうしていかなくては

ならないか、幼稚園、保育園の受け入れが進

んでいく中で、城北分園として考えていか

なくてはと思っています。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 今、インクルーシブ教育というのがどん

どん主流になっていて、親御さんも初めか

ら同じ保育園に行かせたいというのがあり

ます。 

【五十嵐委員】（城北分園） 

 インクルーシブ教育については聞いては

います。メリットはあると思っています。同

じ年代で同じようなことをする、同じ世代

と一緒にいるという事はとても影響が大き

くて、隣の子が園庭に靴を履いて出ていく

のを見て、私も靴を履いて行きたいなど、動

機を強く持つこともあります。そういった

意味では大変刺激的で、本人の成長を促す

ことでもあると思う反面、療育という側面

にもプラス面はあるのではないか、特に母

子通園の中で親御さんとのアタッチメント

を深めるとか、障害受容を促していくこと

もあるでしょうし、安心できるところと並

行して、インクリュージョンしながらも、少

し落ち着いてじっくりとやっていくことが

大切なところとなるように思います。もし

かしたらそれに対するプログラムとか、ス

タッフもそういう認識を持って、対応して

いくことも必要だと思っています。この場

の皆さんの意見も分園の今後を考えるとき

の参考にできると思っています。 

【小谷部会長】 せっかくですので、ご紹介

いただいて、どういうお立場でどういうつ

ながりかを。 

（傍聴人） 

【森永氏】（北療育医療センター城北分園次

長） 

４月に赴任しました森永と申します。五

十嵐医療担当課長代理からこの会議の開催

をきき、傍聴をさせていただきました。足立

区の自立支援事業の理解を深め、皆さんと

ともに進めてまいりたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 バックグラウンドはどういうお立場です

か。 

【森永氏】（北療育医療センター城北分園次

長） 

私は事務方の立場です。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

うめだあけぼの学園の酒井と申します。

よろしくお願いいたします。 

区の方でわかる方がいたら教えていただ

きたいのですが、区内の保育園で、認可保育

園に防災の災害時の計画が立てられると思

いますが、例えば認証保育所とか、無認可と

か、保育ママとかどの辺のレベルまでが計

画をきちんと立てているのでしょうか。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

避難訓練は行われていて計画もあります。



区が指導検査を定期的に行っています。保

育ママも必ず毎月行っています。決められ

た回数全部できているかは、区の職員が検

査していると聞いています。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

 計画レベルで保育の方は小さい園でもし

っかり計画があるのだろうと。児童発達支

援、放課後デイはおそらく持っていないと

ころが多いと思います。 

区内の子供たちの安全を考えたときに、

いる場所できちんと計画を立てることが重

要なことになってくると思います。ちょう

ど今、厚労省のほうで来年の 4 月に向けて

報酬改定チームが動いていて、報酬改定を

色々検討する中で災害のことが取り上げら

れていて、発達支援センターだけでなく、事

業所から放課後等デイサービスにおいても、

計画を立案する事が義務付けられていく方

向で今動いています。4月にすべてではなく、

一定期間の移行措置はあるが、計画は作ら

れていく方向にあるし、あったほうが良い

に決まっています。事業所の方々は保育園

と比べると、トップダウンでのきちんとこ

ういう計画をしなければならないとか、考

えなければならない時の情報提供とかが、

どうしても弱くなってしまうのが通所事業

所です。今後、今日あったような話を事業所

に渡していっていただけると良いです。 

1つは、区として計画をサポートしていく

体制を作っていってもらいたいと思います。

その他の定員 10名等、小さい規模で一生懸

命やっていますが、こういう情報すら知ら

ない。足立区はこれだけの情報を持ってい

ることも知らない事業所があります。 

先ほどハザードマップが配られているは

ずとありましたが、ちゃんと届いているの

か、届いたものを見ているのか、自分事とし

てちゃんとひらいているのか。命を預かっ

ているということ。そういったことからき

ちんと確認していかないと、意識から漏れ

てしまいます。先ほど保育側のことをお聞

きしたが、保育は歴史もありしっかりして

いるので、保育ほどでなくても良いがサポ

ート体制が取れると子どもたちを安心して

預けられます。 

実際に有事が起きたら、事業所ごとで判

断をしていかなければならないと思うので、

しっかり事業所ごとで考えていかないとい

けないと思うし、そのための情報を区とし

ていただけると大変ありがたい。区として

できることはここまで、そこから先は事業

所ごとで考えておかなければならないし、

準備をしておかなければならない、という

ことを明確に言っていただけると、私たち

事業所側でもしっかり考えていくことがで

きると思います。今すぐということではな

く、来年、再来年になるかなと思っていると

ころです。 

事業所ごとにお預かりしているお子さん

たちのタイプが違うので、話題になってい

る医療的ケアの必要なお子さんから、年齢

も相当違いますので、そのあたりを踏まえ

て事業所が判断できるようなバックアップ

ができるといいと感じています。 

【勝田係長】（障がい福祉センター） 

障がい福祉センターの勝田です。 

あしすとでは事業所をあつめてネットワ

ーク連絡会をしています。数年前から避難

の時、災害の時にどうしたらよいかという

話は各事業所からもあがっていまして、事

業所に対応する内容の避難の仕方の研修も

行っております。感染症についても、プロジ



ェクトチームを作りマニュアルを作りまし

ょうと言っているところで新型コロナウイ

ルスの感染が始まり、計画が頓挫している

ところです。まずは感染症をやり、次は防災

をみんなで考えていきましょうということ

で、それぞれの事業所が勝手にやるのでは

なく、ある程度、足立区としてはこういうふ

うにやったらいいよね、というような方向

性を出していきましょうという話は、やは

り事業所さんの中からも声がたくさん上が

っているところです。下川係長ではない別

の災害対策課の職員に来ていただいて、足

立区の避難、この時は地震が中心でしたが、

地震の時の避難の仕方であったりとか、送

迎車に乗っていた時に地震がおきたらどう

するかなど、具体的な話も出ていて、それぞ

れ意識は持っているが、こうしたらこう、と

いうところまでは明確にはされてはいない

ので、また考えていけたらと思っています。 

【江黒委員】（足立区手をつなぐ親の会） 

災害の第一避難所が区の施設から同時に

オープンはいいと思いますが、やはりそう

いう周知を福祉関係者等々、また区議会議

員が出ていて、地域の福祉団体の方が出て

いて、区民も出ている会議で言ってもよい

と思っています。 

自立支援協議会の設置がここですので、

なかなか大きい会議に盛り込まれていない

ところはありますが、私はそういう場でど

んどん言っていくことは良いと、所長、思う

ので是非、是非周知をしていってください。

足立区のやっている良いことを。 

あと、コロナ渦での障がい児の親や子ど

もがり患した場合に、どういうふうに病院

でやっていこうかというところも、東京都

から障がい児に関して降りてくると思いま

す。そういう話もちゃんとしたほうが良い

し、障がい児のほうはここができていない

ので、障がい福祉課のほうでもこれから対

応していきますとおっしゃってくださった

ので、これからいろんな団体さんと意見を

交換しながらやっていけばよいことで、着

実にできていることをどんどんアピールし

て、周知していくことも区の役割だと私は

思っております。 

また、コロナ禍での親子の密着で虐待件

数が増えています。全国的にも心理的虐待、

身体的虐待というところも心配しています。 

それから、中学校や高校などはやはり就

労に関して実習ができないということで、

延びています。いつもなら９月くらいに決

まっている就労が、実習が遅れても対応し

てくださるとおっしゃっていますが、今年

はどうにかなっても来年きちんと中３の卒

業生が就労できるか、これだけ一般の方た

ちが就労ができない、解雇された、職を失っ

たという中で、障がい者の卒業生が、きちん

と職に就けるかということも心配しており

ます。 

【高橋委員】（民生・児童委員協議会） 

民生委員の高橋です。お世話になります。 

本当に申し訳ないのですが、意見とかが

出せない状態です。 

今日は防災の下川先生からのお話が聞け

て、自分も今まで資料が家に届くごとに

色々勉強しているのですが、再確認という

か良い勉強になりました。 

この会議に初めて参加するというときに、

どういう人たちがメンバーかもわからない

状態で、常に勉強させていただいている状

態ですのでお許しください。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 



 逆に、一般の方に広めていただけるとす

ごくうれしいです。 

【高橋委員】（民生・児童委員協議会） 

 集まりがあるときに話します。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 高齢出産が増えているので低体重児が増

えています。２４０グラムとかで生まれて

いる。ずっと NICUに入っていて、機械を外

せないというお子さんも増えています。昔

なら亡くなっていたお子さんも、今は医療

が発達しているので生きていくようになっ

たので、そういうお子さんが豊かに学べる

ように、機材などが必要になっていて、そう

いう現状を知っていただけると良いです。 

【高橋委員】（民生・児童委員協議会） 

 はい。できることは上のほうに伝えてい

きます。 

【日笠委員】（ネットワーキング）  

ネットワーキングの日笠です。 

お母さん方が、昨年の台風の時に自分の

子供が避難所で迷惑をかけるのではないか

と、避難そのものを諦めたという方がいま

した。今日お話を伺い、私たちの立場ででき

ることやお願いしたい事ですが、まず避難

所にちょっと支援が必要な人がいます。と

見えるようななにかとか、お部屋ほどでな

くともちょっとクールダウンできるエリア

があるとよいと思います。 

私たちの活動の中では、地域発達障がい

の理解を促す活動をさせてもらっています

が、災害という事を軸に、地域の町会の方と

そういったこどもたちをつないでいく機会

をもらえたらなと考えました。こちらの部

屋で何人かいらしたり、発達障がいがわか

る担当者がいるとよいと思います。 

保護者の皆さんが集まる茶話会で、避難

所に自分の子どもを連れて行くとき、障が

いの特性を伝えたり、サポート力を丁寧に

まとめたりとか、そもそもお母さんたちが、

子どもが動かなくなったりするので、自分

の子どもをどういうふうにしたら、安全に

避難所まで行く気持ちにさせて誘導させら

れるか、専門の先生に来ていただいて、共有

する会にできるといいのかなと思って聞い

ていました。来年度以降も、親は進路とかに

目が行ってしまうので、足立区でこういっ

た協議会とかで出てくる課題に対してなん

でもいいので、自分の立場で出席していた

だければ、何かしら持って帰れることがあ

ると思います。来年もまたよろしくお願い

いたします。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

   親は自分の亡き後が一番心配ですよね。

だから、発達障がいの理解をみんなにして

ほしいと思います。 

【金子委員】（まつぼっくりツリー）  

放課後等デイサービスまつぼっくりツリ

ーの金子です。前回の台風１９号の問題点

についてですが、いろいろと改善がされて

いるようなので少し安心しました。放課後

等デイサービスは、足立区に４０か所ほど

あると思いますが、場所に慣れないお子さ

んがたくさんいます。避難しましょうとな

った時に、そこに行けるかどうかがすごく

大きくて、先ほどの話にあったように「ここ

が避難する場所ですよ」と言えるような機

会があると、子供たちも安心してその場所

に行けたりするのかなと思います。 

水害の時は、そもそもご家庭からお子様

をお預かりしないので、ご家族が避難場所

に行くかどうかと思うが、お母さんとして

は避難所に連れていって、うちの子は騒い



でしまうかもしれない、という状況でやっ

ぱり連れていくかどうか決断が難しいと思

います。お母さんが安心してこどもを連れ

ていけるような工夫や機会を、避難訓練と

してやってもらえるとお母さんも安心です。 

 放課後等デイサービスの事業所も、横の

つながりが難しく連携が取れていませんが、

それぞれ困ってることはあるはずです。避

難訓練の時も、避難先に使わせていただけ

たりすると見通しができ、私たちも安心し

てこどもを避難させられます。 

報酬改定で防災のプランを立てるときに、

報酬が下がらないためにプランを立てるだ

けにならないようにしないといけないと思

います。保育園のしっかりしたマニュアル

を私たちにおろしていただき、障がいのあ

るお子さんにもできるようなものをいただ 

いて、自分たちでどうしていくかを工夫で

きたらと思いました。 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き） 

子ども支援センターの上遠野です。いつ

もお世話になっております。 

防災関係のテーマからいきますと、私共

げんきも避難所として位置付けられること

になりました。まだ詳細は全然詰まってい

ません。げんきは 5 メートル水没になると

思うので、5階建てですが、1階 2階は使え

ないでしょうから、3 階から 5 階のスペー

スを活用してとなる予定です。二次避難所

的な使われ方になる予定でして、そのあた

りの体制を一刻も早く作っていかないとい

けないと本日改めて思ったところです。ま

た、詳細等いろいろ決まりましたらよろし

くお願いいたします。 

先ほど不登校のお話や、発達障がいのあ

る学生さんが、リモートで授業のお話があ

りましたが、足立区も今回のコロナの関係

で、国のギガスクール構想がいよいよ実現

できる感じになってきていまして、令和 3

年度には、児童生徒皆さんにタブレット 1

台ずつ配備される状況になってきました。

そういうものを活用して、先生方が連携し

て協力していただきながらと思いますが、

不登校気味のこどもたちも、家庭で学習が

できるような支援の仕組みなどを作ってい

けたらよいと考えているところです。今、

ICTの活用計画も全体で作っていて、今年度

中にはまとめたいと思っています。また機

会がありましたら情報提供していけたらと

思います。 

【江連所長】（障がい福祉センター） 

あしすとの江連です。 

今、災害対策の 3 つのフェーズの中でお

話ししたいと思います。 

1点目は、予防の観点で何ができるか。今

年度福祉管理課で要支援者名簿 2 万 4 千人

を対象とした名簿の中から、各ご家庭の状

況の意向確認をさせていただく予定になっ

ています。 

この中でご自宅が平屋なのか、上層階な

のか、家族が支援できるかどうか。まずは事

前調査をしています。国の方から求められ

ているのは、その後の個別支援計画です。各

ご家庭がどうするのか、しっかりとケアプ

ランを作る作りこみの集約したものでこれ

からどうするかを決めます。どう作りこむ

かどの情報を入れていくのかこれから考え

ていきます。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 対象は何歳からですか。 

【江連所長】（足立区手をつなぐ親の会） 



 子供から大人までの各障がい者で基本的

には手帳がある方です。 

肢体不自由 1 級 2 級、要支援者名簿愛の

手帳 1度 2度、区分 4だったかと思います。

区の中で決めているので、そこを作りこん

でいきます。先進自治体では、すでに作られ

ているところもあります。 

有事の時には、その情報を関係機関で共

有していきます。個人情報でもそこは共有

してもよいという法律の定めがあるのと、

同意があれば、事前にそれを共有できると

いう二段構えの法整備になっています。同

意があれば、地域の中で民生委員、自治会で

あったり避難所でこういう方が来ますよ、

と地域の中で更新できると学校に避難した

いけど行けない方も減るのではないかと。

共有できるとよいと思います。 

昨年避難所に行き、実際現場に行って指

揮しました。発達障がいの方が来ていまし

た。私は認識があったので、個別に教室を分

けて、そこで一晩お過ごしになった方が何

世帯かいた。ご高齢の方と障がいのある方

を、少し離れた理科室にご案内したり、誤解

がないように行えましたが、認識がない職

員ではできないので、その辺も避難所で共

有していかないと。避難所の訓練の中でで

きるとより良い支援につながっていくと思

います。 

2点目は、個別支援計画でどこに行くかが

分かっていれば、有事の後にソーシャルワ

ーカーが、その後どう支援を組み立ててい

くのか、安全の確認は支援者にとって必要

なので、安全確認するための根拠資料にな

ってくると思います。支援計画の策定を共

有しておくと、その後の支援に役立ってく

ると思います。ヘルパーさんを依頼してい

るか、おそらくパニックになってしまうと

思うので対応をしていかないとと思います。 

【小谷部会長】（東京未来大学） 

 私もそういう情報は知らなかったので

勉強になりました。ありがとうございまし

た。では司会にお戻しいたします。 

【司会】 

 前半の講演も盛りだくさんだったので少

しお時間を超えてしまいましたが、ご参加

くださいましてありがとうございました。 

避難所運営会議の参加等、事業所ネット

ワークの中でも話が出ておりますので、江

連所長のお話も含めて、下川係長にもお伝

えし、ご意見がいただけたらと思いますの

で、少し宿題にさせていただけたらと思い

ます。 

今年度は今日で一度終了し、来年度に向

けてのお話も伺うことができました。次年

度に順次つなげていけると良いかと思って

おります。 

議事録につきましては、前回同様、一度委

員の皆様にご確認いただいた後に、ホーム

ページに掲載してまいります。よろしくお

願いいたします。 

では、以上を持ちまして、足立区地域自立

支援協議会第 3 回こども部会を終了させて

いただきます。 

 本日はご出席いただきましてありがとう

ございました。お帰りの際にはお忘れ物な

どないようお気を付けください。 

 


